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第Ⅱ章 1 節では，植物根から迅速・簡便かつ安価に DNA を抽出する手法として，ガラスビーズ
で細胞破砕を行うビーズ法が適当であるか，またビーズ法で抽出された DNAが細菌の 16S rDNAの
PCR-DGGE解析による細菌群集構造解析に供試可能かどうかを検討した。また，ビーズ法と他の DNA
抽出法について，抽出 DNA量や DGGEパターンの比較を行った。その結果，約 5 mmに切断した根
を 0.1 gビーズ法に供試することで，根に生息する細菌の DNA抽出および DGGEパターンを得るこ














播種後 6 週のトマト根の青枯病菌 DNA 量が青枯病発病株率に相関することが示され，青枯病発病
リスク評価に有用である可能性が示唆された。 




















培地の化学性の変化が，糸状菌群集の違いに影響したと DGGE パターンに影響したと考えられた。 




























カラシナを用いた土壌還元消毒を 6 月に約 1 ヶ月間行うことによって，夏季のホウレンソウ栽
培において高い萎凋病発病抑制効果が見られた。その効果は，萎凋病菌密度が高い土壌（103 cfu 
g-1乾土相当）においても認められ，またフスマを用いた場合と同程度だった。この発病抑制効果
には，地温の上昇よりカラシナ鋤き込みによる土壌の還元化が大きく影響したと考えられた。 
土壌糸状菌群集は土壌還元消毒処理によって変動し，フスマ，カラシナ，エンバクといった用
いる有機物の種類が，萎凋病菌接種量やホウレンソウ栽培回数よりも糸状菌群集の変動に影響す
ることがわかった。カラシナを用いた土壌還元消毒によるホウレンソウ萎凋病発病抑制効果の持
続性について，2年間の土壌還元消毒およびホウレンソウ連作試験の結果から，6月に約 1ヶ月間
の土壌還元消毒を行った場合，その発病抑制効果は翌年の夏作まで持続せず，萎凋病が多発する
夏作前に再度消毒処理を行う必要があると考えられた。また，萎凋病菌密度が高い場合，低い場
合に比べて 6月の土壌還元消毒による発病抑制効果は低く，処理を 7～8月の盛夏期に行うことに
よって，萎凋病菌密度を一度大きく下げる必要があると考えられた。 
以上のように，DGGE法を用いて農地土壌や栽培用培地の微生物群集構造解析を行い，様々な栽
培管理が細菌や糸状菌の群集構造の変動に影響することを明らかにした。また，特定の微生物種
や微生物群集の多様性が土壌病害発生に関与した可能性を示した。本研究を通して，DGGE法は農
地土壌や栽培用培地の一般的な微生物群集構造解析法として適用可能であり，栽培管理による微
生物群集構造の変動を評価するのに適していると考えられた。 
